
平成 24年度；Love & Safetyおおむらの業績 	
 報告書 
 
①．� 	
 大村市こどもセンターでの講話 

 	
 目的；大村市として Love & Safetyおおむらへの理解と協力体制を強
化すること 
 	
 実施日；平成 25年４月 13日、４月 16日 
 	
 対象者；大村市こどもセンター内職員 
 	
 場所；大村市こどもセンター 
 	
 成果；こどもの事故予防とプロジェクトへの理解が深まり、その後の

事業参加を継続して行うことができた。 
 

②．� 	
 市内保育園、幼稚園を訪問し、実態調査とアドバイスを行った。 
市内の公園の見回り；危険箇所をチェックした 
 	
 園庭、遊具、室内の様子や調査票の利用方法の確認などを行った。 
 	
 実施日；平成 24年 5月 30日と 31日 
 	
 訪問先；桜馬場保育園、古町保育園、新城保育所、向陽幼稚園 

 	
  	
  	
  	
 実施者；西田佳史（産総研）出口貴美子（代表） 
 	
  	
  	
  	
 成果；訪問後に、我々のアドバイスに基づき、それぞれの保育園， 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 幼稚園で、園庭や室内の危険箇所につき、具体的な対策を 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 行った。アドバイスした市営の公園も、速やかに対応した。 

 	
  
 	
  	
 図。市内保育園の園庭の様子 
遊具の着地面にラバーシートが施してあった園；事故予防対策を徹底していた。 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
  
 
 
 
 
 
 
 
 



市内の公園；危険な地面；アドバイス後、対策が施された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③全体会議 	
 

 	
  	
 実施日；平成 2244 年６月 1144 日 	
 場所；大村市医師会館 	
 

 	
  	
 参加；LLoovvee 	
 && 	
 SSaaffeettyy 	
 関連機関の代表 	
 

 	
  	
 内容；７月の市民公開講座の打ち合わせ 	
 

 	
  	
  	
  	
  	
 産総研西田先生の講話 	
 

 	
  	
  	
  	
  	
 ""平成 2233 年度大村市傷害サーベイランスの分析,,"" 	
  	
 

 	
  	
  	
  	
  	
 大村市医師会,, 	
 JJuunnee 	
 1144 	
 22001122((大村市医師会会館)) 	
 

 	
  	
  	
  	
  	
 ー大村市における地域参加型知識循環の実践による子どもの 	
  	
  	
 

 	
  	
  	
  	
  	
 事故予防活動ー,, 	
  	
 

 	
 

 
 
 
 
④ 	
 第２回 市民公開セミナー  
 	
  	
 実施日；平成 24年７月１日 
 	
  	
 場所；大村市コミュニティセンター 
 	
  	
 入場：無料（１５０名） 	
 主催：大村市・大村市医師会 
 	
  	
 成果；市民の意識の向上がアンケート調査により確認できた。 
 	
  
 	
  
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 	
 

 

保育園での事故に対応できる方法の紹介として、上記を配布した。 
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 大村市こどもの危険マップ(2012 年作成) 
 	
  	
 大村市の事故調査の結果をもとに作成し、市民公開講座で配布した。 
 
⑤ 	
 東京都中野区ファミリーサポート事業での講演 	
  	
  	
  
 	
  	
  	
  	
 平成 24年７月７日 
 	
  	
  	
  	
 場所;; 	
 東京都中野区中野五丁目 6688 番 77 号 	
 （スマイルなかの 44FF） 	
 

 	
  	
  	
  	
 対象；サポート協力会員 	
 約 5500 名 	
 

 	
  	
  	
  	
  	
 内容；子供の事故予防と大村市の Love & Safetyおおむらの 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 取り組みについて、紹介した。約 90分の講演 
 
⑥ 	
 小学校高学年を対象とした心肺蘇生法の講習会 
 	
  	
  	
  	
 実施日；平成 2244 年８月 55日 	
 

 	
  	
  	
  	
 場所；大村市コミュニティセンター 	
 

 	
  	
  	
  	
 対象；小学生 55−66年生（保護者も一部参加） 	
 

 	
  	
  	
  	
 

 	
  	
  	
 実施内容：米国心臓協会（AAHHAA）のガイドラインに添った最新の心肺蘇生 	
 

 	
  	
  	
 法の講習会をもとに、緊急時に必要な人口呼吸、心臓マッサージの方法、 	
  	
 

 	
  	
  	
 自動体外式除細動器（AAEEDD）の使い方などを、マネキンを使って練習した。 	
 

 	
  	
  	
 成果；緊急時の対応について学び、人の命を救う勇気と行動力を養う事 	
  	
 

 	
  	
  	
  	
  	
  	
 が出来た。 	
 



 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 講習会後に、全員集合写真。 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
 AHA公認インストラクターや消防職員がサポートした。 	
 
 	
 

⑥Safety 2012 World Conference（ニュージーランド）国際学会で発表 
 	
  	
 日時；平成24年10月1-4日 
 	
  	
 場所；ニュージーランド、ウエリントン、 
 	
  	
 内容；事故予防に関する国際学会であるSafety2012に参加し、Love &  	
  
 	
  	
 Safetyおおむらの地域での取り組みについて発表した。演題名は、
「Childhood Injury Prevention through Community-Based Participatory Research -A 

Multidimensional Approach in the Love & Safety Omura Study in Nagasaki, Japan –」 
⑧．�大村市立西小村小学校での自転車ヘルメット作戦 
 	
  	
  	
 実施行程；a) 事前アンケート（平成 24年６月） 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 b) 西大村小学校の朝会で講話（平成 24年９月） 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 “科学的に自分を危険から守ろう”（15分） 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 c) 事後アンケート（平成 24年 11月） 
 
 	
  	
  	
 成果；アンケート調査より、自転車事故から身を守るためには 
 	
  	
  	
  	
 ヘルメットが重要であるという小学生と保護者の意識が高まった。 



 	
 

 講話で用いたスライドの一部 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 アンケート調査の結果 
 	
 

 
⑨特定非営活動法人 “Love & Safetyおおむら”設立 
 	
  	
  	
  	
  	
  	
 設立日；平成 25年 1月 17日 
 	
  	
  
 	
  	
  
 
⑩．�第３回市民公開セミナー  
 	
  	
 実施日；平成 25年 3月 3日 
 	
  	
 場所；長崎インターナショナルホテル 
    入場：無料（１５０名） 
 	
  	
 主催：大村市・大村市医師会 後援：消費者庁 
 	
  	
 “こどもの事故予防プロジェクト 2013” 
      —宇宙レベルの安全をおおむらのこども達に！ 
 	
  	
 成果；備えあれば予防が可能であるという意識変革ができた。 
 



 
 
 
 
 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

 	
 

その他 	
 

 	
 理事会開催； 	
 

 	
  	
 22 月 2222 日、大村市医師会 	
 

 	
  	
 33 月 2222 日、大村市こどもセンター 	
 

受賞 	
 

 	
  	
 １．�平成 2244 年度 	
 消費者支援功労者表彰；内閣総理大臣表彰 	
 

 	
  	
  	
 平成 24年 5月 28日 
 	
  	
  	
  	
 活動実績 
 	
  	
  	
  	
  	
 子どもの発達過程を踏まえた安全対策等につき啓発活動を実施。 	
 

 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 大村市の「子どもを事故から守るプロジェクト」を中心になって立 	
 

 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 ち上げる。事故データの収集を小児科医院でいち早く始め、地域を 	
  	
 

 	
  	
  	
  	
  	
 巻き込んだ活動へ発展�させた。 	
 

 	
  	
 22．�市制施行 6699 周年記念大村市表彰 	
 特別賞 	
 

 	
  	
  	
  	
 上記と同様の活動実績 	
 



論文 	
 

①．�""LLoovvee 	
 && 	
 SSaaffeettyy 	
 おおむらプロジェクト；こどもを事故から守るプロ

ジェクト” 	
 

 	
  	
  	
 地域保健、VVooll..4433,, 	
 pppp..4400--4499,, 	
 22001122 	
 

②．� 	
 ""LLoovvee 	
 && 	
 SSaaffeettyy 	
 おおむらプロジェクト；こどもを事故から守るプ

ロジェクトー続報 	
 

 	
  	
 長崎県小児科医会会報,, 	
 VVooll..2299,, 	
 pppp..3311--3366,, 	
 22001133 	
 

 	
 

• 井上 	
 美喜子,, 	
 北村光司,, 	
 西田佳史,, 	
 出口貴美子,, 	
 高山 	
 隼人,, 	
 小尾重厚,, 	
 城 	
 仁士,, 	
 ""地

域に根差した傷害予防デジタルコンテンツの開発 	
 ー長崎県大村市における実践ー,,"" 	
 

第３５回日本科学教育学会年会論文集,, 	
 pppp.. 	
 441188--441199,, 	
 AAuugguusstt 	
 2255 	
 22001111((東京工業大学)) 	
 

((日本科学教育学会年会発表賞)) 	
 

 	
 

• MM.. 	
 IInnoouuee,, 	
 YY.. 	
 NNiisshhiiddaa,, 	
 KK.. 	
 KKiittaammuurraa,, 	
 KK.. 	
 DDeegguucchhii,, 	
 HH.. 	
 TTaakkaayyaammaa,,HH.. 	
 JJoohh,, 	
 ""DDiiggiittaall 	
 

CCoonntteennttss 	
 oonn 	
 CChhiillddhhoooodd 	
 IInnjjuurryy 	
 PPrreevveennttiioonn 	
 BBaasseedd 	
 oonn 	
 tthhee 	
 HHeeaalltthh 	
 BBeelliieeff 	
 MMooddeell,,"" 	
 PPrroocc.. 	
 

ooff 	
 TThhee 	
 44tthh 	
 IInntteerrnnaattiioonnaall 	
 CCoonnffeerreennccee 	
 oonn 	
 AApppplliieedd 	
 HHuummaann 	
 FFaaccttoorrss 	
 aanndd 	
 EErrggoonnoommiiccss 	
 ((AAHHFFEE)),, 	
 

pppp.. 	
 66990044--66991133,, 	
 JJuullyy 	
 22001122 	
 ((SSaann 	
 FFrraanncciissccoo)) 	
 

• MM..OOoonnoo,, 	
 YY.. 	
 NNiisshhiiddaa,, 	
 KK.. 	
 KKiittaammuurraa,, 	
 TT.. 	
 YYaammaannaakkaa,, 	
 KK.. 	
 DDeegguucchhii,, 	
 KK.. 	
 KKaannddaa,, 	
 MM.. 	
 TTaaggaawwaa,, 	
 

HH.. 	
 JJoohh,, 	
 ""UUssiinngg 	
 CCoommmmuunniittyy--BBaasseedd 	
 PPaarrttiicciippaattoorryy 	
 RReesseeaarrcchh 	
 TToo 	
 IImmpplleemmeenntt 	
 aa 	
 CChhiillddhhoooodd 	
 

IInnjjuurryy 	
 PPrreevveennttiioonn 	
 PPrroojjeecctt 	
 — 	
 aa 	
 MMuullttiiddiicciipplliinnaarryy 	
 AApppprrooaacchh 	
 iinn 	
 tthhee 	
 LLoovvee 	
 && 	
 SSaaffeettyy 	
 OOmmuurraa 	
 

SSttuuddyy 	
 iinn 	
 NNaaggaassaakkii,, 	
 JJaappaann—,,"" 	
 TThhee 	
 PPrroocc.. 	
 ooff 	
 66tthh 	
 AAssiiaann 	
 RReeggiioonnaall 	
 CCoonnffeerreennccee 	
 oonn 	
 SSaaffee 	
 

CCoommmmuunniittiieess 	
 iinn 	
 TToosshhiimmaa,, 	
 pppp..3333,, 	
 NNoovveemmbbeerr 	
 2299 	
 22001122 	
 ((サンシャインシティ)) 	
 

• 大野美喜子,, 	
 西田佳史,, 	
 北村光司,, 	
 山中龍宏,, 	
 出口貴美子,, 	
 神田和亮,, 	
 田川正人,, 	
 ""地

域に根差した傷害予防の取り組み， 	
 LLoovvee 	
 && 	
 SSaaffeettyy 	
 おおむらプロジェクト進捗報告：

傷害データ分析の結果と今後の活動予定,,"" 	
 長崎県医師会報，VVooll..880011,, 	
 pppp..2222--2277,, 	
 

OOccttoobbeerr 	
 22001122 	
 

 	
 


